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ついに!! 世代交代の日がやってきた…

プロフィール

本籍＝北海道旭川市宮下通２丁目旭川別院内

出身＝旭川別院事務所

性別＝男

役職＝別院しらべ隊専属モデル

本名＝カクさん
モデル＝旭川別院６代目輪番 大平霊明 師

身長＝１５８㎝

体重＝４２０ g
視力＝右０．０６

左０．０７

胸囲＝１２０㎝

胴囲＝１２０㎝

足 ＝右３５㎝

左３５㎝

体調＝水に濡れるとだらしなくなる

趣味＝めがねの買換え、おしゃれ

特技＝バランアタック

備考＝几帳面である

ご門徒全員が一丸となって

本堂等改修を目指していき

たいと考えておりますので、

いまだ記帳書の提出が滞っ

ております方々には是非と

もお願い申し上げます。

次回もお楽しみに!
これからよろしく!!

２０１２年６月１日作成

調査員：草部・垣原・横井ょ・長尾・高橋
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平成２２年１月から始まった『別院しらべ隊』も、数える

こと「№22」まで連載させて頂いています。

ご門徒の皆さんからも、「お寺に行った時、工事中の本堂・

大門を見たらビックリするくらい綺麗になっていた!!」とい

う声を多々耳にします。まだ改修中ですが、工事の囲い越し

に見える本堂・大門は築９０余年とは思えないほど生まれ変

わり、最近では通り掛かる人々が足を止めて眺めている姿を

多々目にします。

職員一同も皆様同様、完成の日を望む限りです。

さて今回からは、本州から海を越えて北海道へと仏法が広

まり、その背景で先人の多大なる御苦労を歴史を通し見てい

きたいと思います。
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北海道の歴史【明治以前の巻】

蓮如上人（本願寺第八世）の弟子に弘賢と明順の兄弟がいた。蓮如上人はこ

の兄弟に奥羽蝦夷の開教を命ぜられ、文明６年（１４７４年）に弟の明順は荘内

（山形県）に開教し、兄の弘賢は夷嶋松前津（北海道上ノ国町）に一宇（後に浄願寺となる）を建

立した。弘賢は文亀元年（１５００年）に実如上人（本願寺第九世）より一貫代の御本尊

を拝受しており、御本尊の御裏書きは下記の通りである。
大谷本願寺釈実如（花押）

文亀元年辛酉十二月二十八日

方便法身尊像

夷嶋 松前津

願主 釈 弘 賢

北海道に浄土真宗が伝わっていたことを証明する、現存している最古の文

献である。 しかし、弘賢が亡くなって暫くの後、夷嶋松前津が戦乱に巻き込ま

れ、その地を逃れて秋田県へ移転した。

北海道において現存する最古の真宗寺院は松前専念寺である。

元和３年 （１６１ ７年 ）に宣如上人（東本願寺第十三世）は松前専念寺（第三世了甫）へ親鸞

聖人御影を下付されている。歴代の住職は開教に熱心で、道南各地

に掛所（出張所）を設立していったことは、北海道での教化活動の原点とも

言える。専念寺の付属寺院の中には、現在の函館別院・江差別院が

ある。

江戸末期～明治初期①

安政５年（１８５８年）６月 市中大火により東本願寺境内全建物が類焼。

万延元年（１８６０年） 仮両堂落成。

文久元年（１８６１年）３月１８～２８日 宗祖親鸞聖人６００回御遠忌厳修。
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元治元年（１８６４年）７月１９～２０日 蛤御門の変により境内建物が灰燼に帰す。

朝廷は、類焼見舞として宮中の御殿一棟を下賜

された。翌年枳殻邸内に移築し寿辰殿と称した。

慶応２年（１８６６年） 仮堂建立。

慶応４年（１８６８年）１月２～３日 鳥羽伏見の戦いの中、朝廷より献金の伝達を受

け、即日に東本願寺にあった現金をかき集め金

一千両を献納。

その数時間後には再度朝廷の通達によって御所

の警備を命ぜられ、厳如上人（東本願寺第二十一世）は在京

の僧俗２００余名を召連れて宮門を守護した。

１月５日 山階宮晃親王が厳如上人に面談を求めた。「東本

願寺は幕府方と眺められるから薩藩兵は東本願

寺を焼き打ちする方針があるというのだが、真

意はどうなのか」という問いに「東本願寺は徳

川から恩恵を受けてはいるが、朝廷に反逆する

考えは毛頭持っておりません」と明確に即答さ

れた。

３月９日 御前会議において、日本国防衛のため早急に北

海道開拓をするという基本方針を決定した。

※御所近くに御幸橋の架設、さらには御所を守るための砦営関門を

五カ所築造のための巨額の築造費を西本願寺が支弁していた。そ

こで北海道開拓を今度は東本願寺に頼みたいと、朝廷の三条実美

からの内談があった。

※この頃北海道には、松前専念寺・函館浄玄寺・小樽量徳寺・岩内

智恵光寺・桔梗宝皇寺の掛所５ヵ寺があった。


